























複合したマイクロ 3D 積層体の創製技術を開発し、マイクロ 3D 分析デバイスの創
製を行った。標準検査装置の 96 穴プレートリーダーに開発したマイクロ構造体
を組込み、実血清サンプルの分析を行い、その特性評価を行った。分析感度が標
準法と比較して、それぞれ 1.4 倍と 1.9 倍向上し、診断に必要な時間やサンプル
ボリュームも減らすことができた。 
 
４．東南アジア感染症予防のために開発されたポータブルな検査装置をベトナムや
マレーシアで実地評価し、インフラが整っていない地方の感染症情報を収集する
ためのオンサイトテストが可能であることを実証した。 
  
本申請論文の以上に示す成果より、感染症予防のための新たな検査法の開発および
ナノマイクロ加工技術を用いた新しいデバイスの開発は学術的に高く評価でき、工業
的にも寄与するところが大である。よって、本論文は博士（工学）の学位を授与する
に十分な価値があるものと認められる。 
 
（最終試験および試験の結果） 
 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、多数の
学内外の専門家による質疑応答を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連
分野に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目につい
ても十分な学力があるものと認め、合格と判定した。 
 
